
主
な
可
決
議
案

つ
が
る
市
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正

　

つ
が
る
市
立
柏
第
一
保
育
所
を

平
成
２２
年
３
月
３１
日
で
廃
止
す
る

た
め
に
提
案
し
た
も
の
。
こ
れ
に

よ
り
、
市
立
保
育
所
は
５
ヵ
所
と

な
り
ま
す
。

つ
が
る
市
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

条
例
の
一
部
改
正

　

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
使

用
料
を
改
定
す
る
た
め
に
提
案
し

た
も
の
。

一
般
用
の
使
用
料
は
、

世
帯
割
額
１
，０
０
０
円
を

１
，３
０
０
円
に
改
正　

つ
が
る
市
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部

改
正

　

公
共
下
水
道
使
用
料
を
改
定
し
、

条
文
中
の
用
語
を
改
め
る
た
め
提

案
し
た
も
の
。
旧
木
造
町
の
区
域

内
に
お
け
る
使
用
料
の
額
は
、

　

１₀
立
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
、

　
　

１
，０
０
０
円
を

　
　

１
，３
０
０
円
に
改
正

平
成
₂₁
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
₇
号
）

　

今
回
の
補
正
は
、
子
育
て
応
援

特
別
手
当
交
付
金
廃
止
に
伴
っ
た

減
額
措
置
や
車
力
中
学
校
改
築
事

業
な
ど
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６

億
８
９
９
万
３
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
３
７
億
９
０
７
万
６
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

︽
主
な
歳
出
︾

◆�

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
事
業
委
託

料つ
が
る
市
総
合
計
画
基
本
計
画
策

定
の
た
め 

９９
万
８
千
円

◆
障
害
者
福
祉
費
扶
助
費

報
酬
改
定
特
別
地
域
加
算
創
設
に

よ
り 

６
，１
０
０
万
円

◆
地
域
活
力
基
盤
創
造
交
付
金
事
業

３
，８
１
０
万
円

◆
向
陽
小
学
校
建
設
事
業
費

　

旧
木
造
中
学
校
体
育
館
解
体

１
，６
４
８
万
５
千
円

◆
車
力
中
学
校
建
設
事
業
費

　

４
億
３
，９
６
０
万
１
千
円

　

平
成
２１
年
第
４
回
定
例
会
は
、
１２
月
８
日
か
ら
２１
日
ま
で
、
１４
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
条
例
の
一
部
改
正
案
を
は
じ
め
、

平
成
２１
年
度
一
般
会
計
補
正
案
、
追
加
議
案
１
件
を
含
め
１８
議
案
を
原
案
通
り
可

決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
、
成
田
克
子
、
佐
藤
孝
志
、
佐
々
木
直
光
、
松
橋
勝
利
、
三
上

洋
、
伊
藤
良
二
の
６
名
の
議
員
が
登
壇
、
市
政
の
課
題
に
つ
い
て
当
局
の
考
え
方

を
た
だ
し
ま
し
た
。

第２１号—つがる市議会だより１
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保育所条例の
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つ
が
る
市
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
６２
万
４
千
円
を
減
額

し
、
７
億
９
，０
６
２
万
８
千
円

と
す
る
。

つ
が
る
市
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
１
１
０
万
７
千
円
を
減
額

し
、
６
億
６
，０
３
１
万
１
千
円

と
す
る
。

つ
が
る
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
６
，４
７
３
万
１
千

円
を
追
加
し
、
５５
億
８
，６
６
１

万
１
千
円
と
す
る
。

つ
が
る
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
２
，６
２
７
万
８
千
円
を

追
加
し
、
３９
億
３
，３
５
７
万
９

千
円
と
す
る
。

民
事
調
停
の
件

 　

鰺
ヶ
沢
簡
易
裁
判
所
平
成
２１

年（
ノ
）第
１３
号
賃
料
請
求
事
件
に

つ
い
て
、
調
停
を
成
立
さ
せ
る
た

め
提
案
し
た
も
の
。

申
立
人
の
申
立
て
の
趣
旨

　

市
営
住
宅
の
滞
納
賃
料
で
あ
る

金
６３
万
１
千
円
の
支
払
い
を
求
め

る
。

調
停
の
内
容

◦�
相
手
方
ら
は
、
申
立
人
に
対
し
、

連
帯
し
て
債
務
の
支
払
い
義
務
が

あ
る
こ
と
を
認
め
、
分
割
し
て
支

払
う
。

◦�

支
払
い
を
２
回
以
上
怠
り
、
そ
の

金
額
が
４
万
円
に
達
し
た
時
は
、

遅
延
損
害
金
を
加
え
て
支
払
う
。

◦�

調
停
費
用
は
各
自
の
負
担
と
す
る
。

主
な
可
決
議
案

議
案
第
８６
号

◦�

つ
が
る
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
案

　

平
成
２１
年
度
の
県
人
事
委
員

会
の
勧
告
を
受
け
て
①
若
年
層

と
医
師
を
除
い
て
、
給
料
の
月

額
０．２
％
の
引
き
下
げ
②
自
宅
に

係
る
住
居
手
当
の
廃
止
③
期

末
・
勤
勉
手
当
０．３
月
分
を
引
き

下
げ
る
こ
と
と
し
た
。

　

市
で
は
現
在
、
給
与
の
独
自

の
削
減
処
置
を
行
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
を
改
め
た
。

議
案
第
８７
号

◦�

つ
が
る
市
特
別
職
の
職
員
で
常

勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
案

　

１２
月
の
期
末
手
当
０．１
月
引
き

下
げ
、
２２
年
度
以
降
６
月
期
の

期
末
手
当
の
０．１５
月
引
き
下
げ
を

し
、
独
自
の
削
減
措
置
を
見
直

し
た
。

議
案
第
８８
号

◦�

つ
が
る
市
議
会
の
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
案

　

期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
引

き
下
げ
る
も
の
。
支
給
月
数
は
、

６
月
に
１．４５
月
、
１２
月
に
１．６
月
と

す
る
。

議
案
第
８９
号

◦�

平
成
２１
年
度
つ
が
る
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
案

　

歳
入
歳
出
で
人
件
費
の
調
整

を
行
っ
た
結
果
、
既
定
の
予
算

の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
２
１
１
万
５
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
２
３

１
億
８
万
３
千
円
と
し
た
。

　

平
成
２１
年
第
５
回
臨
時
会
が
１１
月
２４
日
に
開
催
さ
れ
、
つ
が
る
市

職
員
、
特
別
職
の
給
与
、
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
に
関
す
る
条
例

案
の
一
部
改
正
案
等
１０
議
案
を
可
決
、
専
決
処
分
し
た
報
告
２
件
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第 ５ 回
臨時会

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
改
正
案
を
可
決

つがる市議会だより—第２１号 2

つがる市公の施設に係る指定管理者の指定について
指定の期間　平成２２年 ４ 月 １ 日から平成２５年 ３ 月３１日まで

施設の名称 管理者の団体・代表者

つがる市車力農林水産物直売・供給
施設むらおこし拠点館「フラット」

むらおこし拠点館活性化推進協議会
会　長　蝦　名　富　治

つ が る 市 稲 垣 堆 肥 セ ン タ ー 社団法人つがる市農業開発公社
理事長　秋田谷　要　藏

つがる市稲垣有機物資源活用センター 〃

つ が る 市 稲 垣 も み 殻 貯 蔵 庫 〃

つがる市稲垣もみ殻貯蔵庫Ａ棟 〃

つがる市稲垣もみ殻貯蔵庫Ｂ棟 〃

つ が る 市 稲 垣 体 育 セ ン タ ー 特定非営利活動法人つがる市体育協会
会　長　福　島　弘　芳

つ が る 市 稲 垣 体 育 館 〃

指定の期間　平成２２年 ４ 月 １ 日から平成２７年 ３ 月３１日まで

施設の名称 管理者の団体・代表者

つがる市柏ふるさと交流センター オーエス企画株式会社
代表取締役　尾　野　章　三



一　　般　　質　　問一　般　質　問 こ こ が 聞 き た い

◦
事
業
仕
分
け
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て

◦
ガ
ン
検
診
の
現
状
と
受
診
率
向
上
の
取
り
組
み

　

に
つ
い
て

問

�
�

政
府
の
来
年
度
予
算
要
求
の
事
業
仕
分

　
　
　

け
に
よ
り
、
本
市
の
農
業
の
方
々
に
混

乱
を
招
く
よ
う
な
、
廃
止
、
見
直
し
、
見
送

り
に
な
っ
た
事
業
が
あ
れ
ば
、
今
後
の
対
応

策
を
伺
い
た
い
。

答�
�
�

市　

長

 
 

行
政
刷
新
会
議
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

に
よ
り
結
果
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
と
こ
ろ

に
よ
る
と
、
国
営
岩
木
川
左
岸
な
ど
を
含
む

か
ん
が
い
排
水
事
業
は
、
要
求
の
２₀
％
減
、

地
域
の
環
境
整
備
保
全
を
目
的
と
し
た
農
地

水
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
は
、
要
求
の
一

割
程
度
。
各
施
設
、
機
械
関
係
補
助
の
強
い

農
業
づ
く
り
交
付
金
は
２
分
の
１
か
ら
３
分

の
１
の
縮
減
、
農
業
共
済
事
務
費
負
担
金
及

び
農
業
共
済
掛
け
金
の
国
庫
負
担
金
は
３
分

の
１
程
度
の
縮
減
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
各

関
係
団
体
か
ら
は
不
満
の
声
が
相
次
い
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

１１
月
に
、
つ
が
る
市
を
含
む
岩
木
川
左
岸

地
区
土
地
改
良
区
促
進
協
議
会
で
は
、
国
営

岩
木
川
左
岸
地
区
事
業
の
早
期
完
成
と
、
農

地
水
環
境
保
全
向
上
対
策
の
継
続
と
予
算
の

確
保
を
農
林
水
産
省
と
県
選
出
国
会
議
員
に

要
望
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
来
年

度
以
降
の
生
産
調
整
に
つ
き
ま
し
て
も
、
つ

が
る
市
水
田
農
業
推
進
協
議
会
で
は
、
わ
か

り
や
す
い
助
成
体
系
な
ど
の
意
見
を
農
政
事

務
所
に
提
出
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
的
確

な
情
報
を
把
握
し
て
、
農
家
の
方
々
に
説
明

し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問

�
�

本
市
の
死
亡
原
因
の
一
位
は
ガ
ン
で
あ

　
　
　

る
が
、無
料
で
検
診
を
受
け
ら
れ
る﹁
市

民
特
別
検
診
事
業
﹂
を
実
施
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
受
診
率
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
。

検
診
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答�
�
�

福
祉
部
長

 
 

平
成
２₀
年
度
に
基
地
再
編
交
付
金
を
活

用
し
た
が
ん
検
診
に
係
る
費
用
負
担
の
無
料

化
に
よ
り
、
受
診
率
は
若
干
で
は
あ
り
ま
す

が
、
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
　

平
成
２１
年
１１
月
末
現
在
の
受
診
率
は
、
前

立
腺
が
ん
３６
・
８
％
１
６
３
人
増
。
子
宮
ガ

ン
２２
％
４１
人
増
。
乳
が
ん
２７
・
６
％
１
６
９

人
増
。
胃
が
ん
と
肺
が
ん
は
若
干
の
伸
び
で

す
。
国
の
経
済
危
機
対
策
と
し
て
実
施
し
て

お
り
ま
す
女
性
特
有
ガ
ン
検
診
推
進
事
業
も

受
診
率
向
上
の
要
因
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
平
成
２２
年
３
月
ま
で
実
施
し
、
受
診

の
拡
充
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
市
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
健
康
づ
く
り
の
根
幹
で
あ
り

ま
す
、
生
活
習
慣
病
の
一
次
予
防
を
引
き
続

き
重
点
事
項
と
す
る
と
と
も
に
、
未
受
診
者

の
受
診
勧
奨
に
努
め
、
受
診
し
や
す
い
環
境

の
整
備
、
受
診
機
会
の
拡
充
を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

成 田 克 子
平政会

◦
今
後
の
高
齢
化
率
の
推
移
に
つ
い
て

◦
介
護
型
療
養
病
床
の
廃
止
に
伴
う
そ
の
対
応

　

に
つ
い
て

佐 藤 孝 志
平政会

問
　
　
　

つ
が
る
市
の
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
は
２９

　
　
　

・
４８
％
で
県
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
。

団
塊
世
代
が
６５
歳
に
到
達
す
る
平
成
２４
年
か

ら
₅
年
後
の
つ
が
る
市
の
高
齢
化
率
は
ど
の

よ
う
に
推
測
す
る
か
、
そ
れ
に
対
す
る
取
り

組
み
、
具
体
策
を
示
せ
。

答�
�
�

福
祉
部
長

 
 

市
で
は
、
老
人
福
祉
計
画
及
び
第
四
期

介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
い
た
し
た
中
で
、

平
成
２３
年
度
の
高
齢
化
率
は
３₀
・
１
％
と
し
て

お
り
、
団
塊
の
世
代
が
６５
歳
以
上
に
な
る
平

成
２６
年
度
に
は
、
３２
・
４
％
、５
２
７
人
増
、

３
・
４
％
の
伸
び
を
示
す
と
推
計
さ
れ
、
我
々

の
予
想
を
上
回
っ
た
上
昇
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
中
心
と
な
っ

て
実
施
し
て
い
る
地
域
支
援
事
業
へ
の
参
加
な

ど
を
推
進
し
、
取
り
組
み
の
強
化
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
健

康
相
談
、
総
合
健
康
診
断
、
介
護
予
防
教
室

な
ど
、
健
康
づ
く
り
事
業
な
ど
更
に
内
容
の

充
実
を
図
り
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

事
業
を
図
り
な
が
ら
今
後
の
高
齢
者
対
策
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
　
　

介
護
療
養
型
の
病
床
が
廃
止
、
転
換
さ
れ
る

　
　
　

こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
が
、現
在
施
設
を
利

用
さ
れ
て
い
る
方
が
ど
の
く
ら
い
い
る
の
か
、そ
の

対
応
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答�
�
�

市　

長

　
　
　

医
療
法
の
改
正
に
よ
り
、平
成
２３
年
で
介

護
療
養
型
医
療
施
設
は
廃
止
と
な
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
わ
け
で
す
が
、市
内
に
は
一
ヵ
所
ご

ざ
い
ま
す
。９
月
末
現
在
入
所
し
て
い
る
市
民

が
、１
４
７
人
、市
外
の
施
設
に
は
２５
人
が
利
用

し
て
い
ま
す
。
施
設
が
老
人
保
健
施
設
な
ど
へ

転
換
す
る
際
に
、
利
用
中
の
病
床
数
が
確
保

で
き
な
い
場
合
、行
き
先
を
失
う
利
用
者
が
発

生
す
る
と
い
う
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。市
と

い
た
し
ま
し
て
も
、国
の
動
向
を
見
な
が
ら
適

切
な
対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
祉
部
長

　
　

現
在
、
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
ベ
ッ
ド

数
は
２
２
２
床
ご
ざ
い
ま
す
。
老
人
施
設
等
に

転
換
と
な
る
場
合
、
現
行
の
ベ
ッ
ド
数
を
維
持

す
る
こ
と
は
困
難
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
具
体

的
に
は
事
業
者
側
の
計
画
が
ま
だ
決
定
し
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後

内
容
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、
介
護
療
養
型
医

療
施
設
の
転
換
に
よ
っ
て
行
き
先
を
失
う
利

用
者
が
発
生
し
た
場
合
の
受
け
皿
と
な
る
施

設
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、
転
換
に
伴
う
利

用
者
、
そ
し
て
更
に
は
、
将
来
の
施
設
利
用
者

の
見
込
み
を
立
て
た
う
え
で
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
、
あ
る
い
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど

の
介
護
施
設
の
基
盤
整
備
が
必
要
に
な
っ
て
来

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
に
、
施
設
の
整
備
と
合
せ
て
、
在
宅
者

に
対
す
る
支
援
体
制
も
強
化
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第２１号—つがる市議会だより₃



こ こ が 聞 き た い

◦
行
財
政
に
つ
い
て

◦
行
政
改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
の
検
証
に
つ
い
て

◦
農
業
行
政
に
つ
い
て

問
　
　
　

来
年
度
に
は
実
質
公
債
費
率
が
１８
％
を

　
　
　

超
え
、
平
成
２４
年
度
に
は
公
債
費
の
償

還
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ

れ
か
ら
財
政
が
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
懸
念
し
て
い
る
。
財
政
部
は
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

答�
�
�

財
政
部
長

 
 

公
債
費
の
償
還
額
そ
の
も
の
は
経
済
情

勢
で
変
動
す
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

比
率
の
策
定
に
は
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
市
税
、
普
通
交
付
税
が
、
社
会

経
済
情
勢
、
国
の
政
策
に
大
き
く
左
右
さ
れ

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
予
測
す
る
こ
と
自
体

は
非
常
に
困
難
と
な
り
ま
す
が
、
い
か
な
る

状
況
に
あ
り
ま
し
て
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る

財
政
分
野
を
構
築
し
、
行
政
の
停
滞
を
招
い

て
は
な
ら
な
い
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
所
で
ご

ざ
い
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
今
後
の
財
政
運

営
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
歳
入
の
確
保
策
と

こ
れ
ま
で
以
上
の
歳
出
削
減
を
見
据
え
た
財

政
運
営
に
努
め
る
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　

今
年
度
で
終
わ
る
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に

　
　
　

つ
い
て
の
検
証
は
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
今
後
の
新
し
い
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答�
�
�

総
務
部
長

 
 

今
年
度
は
、
市
民
１₀
名
か
ら
構
成
し
て

お
り
ま
す
、
つ
が
る
市
行
政
改
革
推
進
委
員

の
皆
様
と
と
も
に
こ
れ
ま
で
の
改
革
プ
ラ
ン

に
つ
い
て
検
証
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

行
政
改
革
推
進
委
員
か
ら
の
意
見
と
い
た
し

ま
し
て
、
各
種
協
議
会
の
統
廃
合
に
よ
る
補

助
金
の
削
減
、
施
設
管
理
の
見
直
し
に
よ
る

民
営
化
の
推
進
、
職
員
数
の
削
減
や
手
当
の

見
直
し
な
ど
、
更
に
改
革
を
進
め
る
よ
う
意

見
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　

新
し
い
行
政
改
革
の
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、

行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
ご
意
見
を
集
約
し

ま
し
て
、
今
年
度
中
に
つ
が
る
市
行
政
改
革

大
綱
を
取
り
ま
と
め
、
そ
の
う
え
で
新
た
な

行
政
改
革
の
実
施
計
画
の
策
定
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
実
施
計
画
策
定
の
暁
に
は
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
市
の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
、
市
民
に
公
表
す
る
と
と

も
に
、
進
捗
状
況
に
つ
き
ま
し
て
も
随
時
公

表
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
　
　
　

来
年
度
か
ら
農
業
行
政
は
大
き
く
変
わ

　
　
　

り
、
農
家
は
不
安
を
持
っ
て
い
る
。
農

家
へ
の
対
応
を
伺
い
た
い
。

答�
�
�

経
済
部
次
長

 
 

転
作
に
つ
い
て
は
、
マ
ス
コ
ミ
等
で
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
の
方
へ
は
確
か
な
情
報

は
入
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
個
別
保
障
に
つ
き
ま

し
て
も
、１₀
ア
ー
ル
あ
た
り
、２
，１
４
５
円
で

試
算
す
る
と
、
１６
憶
程
度
の
金
額
が
入
る
も

の
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
決
定
次
第
、
徹
底
し

て
説
明
し
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

佐々木 直光
芳和会

◦
西
北
五
の
病
院
再
編
に
つ
い
て

◦
つ
が
る
市
の
福
祉
の
取
組
み
に
つ
い
て

問
　
　
　

建
設
予
定
の
中
核
病
院
は
、
計
画
通
り

　
　
　

に
行
く
の
か
。
今
後
の
見
通
し
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答�
�
�

市　

長

 
 

来
年
度
の
実
施
設
計
に
向
け
て
詳
細
に

協
議
検
討
し
、
平
成
２５
年
度
の
開
院
を
め
ざ

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
５
つ
の

病
院
の
不
良
債
務
、
医
師
不
足
、
経
営
難
、

こ
れ
ら
な
ど
を
背
景
に
、
そ
れ
ら
を
解
消
す

る
と
い
う
こ
と
を
目
的
に
病
院
の
計
画
は
作

成
さ
れ
ま
し
た
。
あ
る
程
度
の
機
能
の
低
下

も
伴
う
と
思
い
ま
す
が
、
西
北
五
圏
域
全
体

の
中
で
中
核
病
院
の
交
通
の
機
能
の
確
保
、

交
通
機
関
の
機
能
と
そ
れ
な
ど
も
最
善
を
尽

く
し
て
広
域
連
合
で
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
４
４
４
床
と
、
規
模
の
縮
小
も
ご

ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
以
上
の
減
少
は
な
い
と

考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。

問

�
�

中
核
病
院
の
医
師
確
保
は
で
き
る
の
か
。

答�

成
人
病
セ
ン
タ
ー
事
務
長

　
　
　

地
域
医
療
機
関
の
医
師
派
遣
、
配
置
に

つ
い
て
は
、
弘
前
大
学
が
主
要
な
機
能
を

担
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

卒
業
後
に
県
内
自
治
体
の
医
療
機
関
に
勤

務
す
る
こ
と
を
条
件
に
修
学
資
金
を
返
還
し

な
く
て
も
よ
い
、医
師
修
学
資
金
制
度
を
活
用

し
た
り
、自
治
医
科
大
学
の
卒
業
医
師
や
、Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
を
活
用
し
、
県
内
自
治
体
医
療
機

関
に
計
画
的
に
配
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
　

弘
前
大
学
で
は
、
臨
床
研
修
病
院
を
中
心

に
専
門
医
、
医
療
要
請
病
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
結
成
し
て
お
り
、
中
核
病
院
に
お
い
て
も
、

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
医
師
の
育
成
、
確

保
を
図
っ
て
い
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。

問
　
　
　

つ
が
る
市
の
障
が
い
者
数
は
。
ま
た
、

　
　
　

支
援
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答�
�
�

福
祉
部
長

 
 

平
成
２１
年
度
４
月
現
在
の
身
体
障
が
い

者
、１
，６
７
７
名
、
知
的
障
が
い
者
、３
３
６
名
、

精
神
障
が
い
者
は
、
１
８
５
名
で
、
三
障
が
い

者
を
合
計
い
た
し
ま
す
と
、２
，１
９
８
名
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
ご
ざ
い
ま
し
て
、
市
全
体
の

５
・
８
％
に
相
当
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

本
年
３
月
に
第
２
次
障
害
者
福
祉
計
画
を

策
定
い
た
し
ま
し
て
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
、

な
い
人
も
、
互
い
に
支
え
あ
い
、
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
そ
の
環
境

づ
く
り
と
、
多
面
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、

就
労
支
援
の
強
化
を
図
る
と
い
う
こ
と
を
推

進
す
る
こ
と
に
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
知
的
障
が
い
者
、
身
体
障
が
い
者
に
係

る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
精
神
障
が
い
者
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
や
相
談
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

最
近
は
、
子
供
の
発
達
相
談
に
対
す
る
支
援

も
大
き
な
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

松 橋 勝 利
無所属
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一　　般　　質　　問

◦
つ
が
る
市
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

問
　
　
　

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
以
下
Ｆ
Ｃ
）

　
　
　

と
市
役
所
の
連
携
は
ど
う
す
る
の
か
。

ま
た
、
今
ま
で
に
撮
影
の
実
績
は
あ
る
の
か
。

首
都
圏
の
製
作
会
社
等
に
向
け
た
情
報
発
信

は
ど
う
す
る
の
か
伺
い
た
い
。

答�
�
�

経
済
部
次
長

 
 

今
年
度
Ｆ
Ｃ
が
立
ち
上
が
り
、
現
在
活

動
中
で
す
。
つ
が
る
市
も
つ
が
る
ブ
ラ
ン
ド

で
、
全
国
に
つ
が
る
市
の
情
報
を
発
信
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
共
に
推
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

つ
が
る
市
内
で
の
、映
画
ド
ラ
マ
、コ
マ
ー

シ
ャ
ル
の
実
績
は
、
映
画
は
、﹁
青
い
山
脈
﹂

岩
木
川
の
堤
防
か
ら
岩
木
山
を
バ
ッ
ク
に
し

て
撮
影
し
た
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
他

に
つ
き
ま
し
て
は
、
番
組
等
で
い
ろ
い
ろ
取

り
上
げ
て
い
ま
す
。

　
　

情
報
発
信
で
す
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

発
信
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
、
Ｆ
Ｃ
が
単
独

で
東
京
に
行
っ
て
Ｐ
Ｒ
活
動
も
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
今
後
は
市
も
合
わ
せ
て
各
団
体
と

も
に
、
つ
が
る
市
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

問
　
　
　

Ｆ
Ｃ
活
動
を
通
し
て
発
信
し
た
映
画
、

　
　
　

ド
ラ
マ
等
で
の
経
済
効
果
に
つ
い
て
、

莫
大
な
も
の
が
あ
る
が
映
画
や
ド
ラ
マ
を
誘

致
し
て
ほ
し
い
。
映
画
を
企
画
立
案
す
る
と

か
制
作
販
売
戦
略
、
監
督
脚
本
家
技
術
カ
メ

ラ
マ
ン
音
声
な
ど
目
指
し
て
い
る
方
が
つ
が

る
市
に
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
助
成
し
て
あ
げ

る
な
ど
の
考
え
は
な
い
の
か
。

答�
�
�

市　

長

 
 

テ
レ
ビ
な
ど
で
ロ
ケ
地
巡
り
の
ニ
ュ
ー

ス
を
見
る
と
、
人
気
の
あ
る
映
画
で
あ
れ
ば
、

地
元
に
落
ち
て
く
る
お
金
と
言
い
ま
し
ょ
う

か
、
相
当
な
経
済
効
果
が
あ
る
も
の
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
言
う
意
味
で
今
年

か
ら
設
立
さ
れ
た
つ
が
る
市
の
Ｆ
Ｃ
に
つ
き

ま
し
て
は
、
会
長
は
じ
め
、私
も
か
か
わ
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、一
緒
に
力
を
入
れ
て
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

何
は
と
も
あ
れ
、
誘
致
し
な
け
れ
ば
、
話

し
に
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
、

こ
の
地
域
に
お
い
て
、
芸
術
家
、
あ
る
い
は

ま
た
、
映
画
に
詳
し
い
人
も
ま
た
、
い
ら
っ

し
ゃ
る
み
た
い
で
す
の
で
、
そ
ち
ら
の
方
と

話
し
を
詰
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
、
映
画
等
の

撮
影
場
所
誘
致
や
、
撮
影
支
援
を
す
る
機
関

で
、
映
画
等
の
撮
影
を
誘
致
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
活
性
化
、
観
光
振
興
な
ど
に
つ
な

が
り
、
経
済
効
果
も
生
む
こ
と
な
ど
か
ら
、

年
々
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
平
成
₂₁
年
度

に
つ
が
る
市
Ｆ
Ｃ
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

三 上　 洋
平政会

◦
つ
が
る
市
成
人
病
セ
ン
タ
ー
の
今
後
に
つ
い
て

◦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

◦
市
営
住
宅
に
つ
い
て

伊 藤 良 二
平政会

問
　
　
　

中
核
病
院
の
見
通
し
と
、
成
人
病
セ
ン

　
　
　

タ
ー
の
今
後
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答�
�
�

市　

長

 
 

成
人
病
セ
ン
タ
ー
は
、
診
療
所
に
な
る

こ
と
で
、
患
者
の
輸
送
あ
る
い
は
、
救
急
移

送
、
そ
れ
ら
の
整
備
に
つ
い
て
少
し
で
も
つ

が
る
市
民
に
サ
ー
ビ
ス
が
損
な
わ
な
い
よ
う

な
手
段
を
取
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て

ご
ざ
い
ま
す
。
医
師
は
一
人
、
そ
れ
に
つ
く

看
護
師
、
検
査
体
制
も
今
ま
で
と
は
若
干
違

う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
検
査
も
あ
る
程

度
は
縮
小
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

お
り
ま
す
。総
合
的
に
見
て
、つ
が
る
市
民
に

は
、今
よ
り
い
い
医
療
を
受
け
て
も
ら
い
、大

学
病
院
、
ま
た
は
県
病
の
方
へ
行
っ
て
完
治

す
る
の
で
は
な
く
、
中
核
病
院
そ
の
も
の
で

完
全
に
治
し
て
も
ら
い
、
手
術
な
ど
を
受
け

た
人
た
ち
は
、
リ
ハ
ビ
リ
の
問
題
も
あ
り
ま

す
し
、
サ
テ
ラ
イ
ト
病
院
で
治
療
し
て
も
ら

う
と
い
う
様
な
こ
と
を
考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。

成
人
病
セ
ン
タ
ー
事
務
長

　
　

診
療
科
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中
核
病
院
の

計
画
上
は
、
消
化
器
系
内
科
、
血
液
内
科
、

な
ど
２９
科
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

駐
車
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
立
体
駐
車
場

を
中
核
病
院
の
後
ろ
に
、
４
層
５
段
で
建
設

し
、
４
０
０
台
駐
車
出
来
る
と
い
う
計
画
で

あ
り
ま
す
。

問
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
来
年
度
の

　
　
　

建
設
予
定
は
。

答�
�
�

消
防
長

 
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
は
、
集

会
所
と
屯
所
を
併
合
し
た
建
築
物
で
、
現
在

主
に
木
造
地
区
管
内
に
２３
ヵ
所
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
南
広
森
と
大
畑
の
２
ヵ
所
の
建

設
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

財
源
に
つ
き
ま
し
て
は
地
方
債
事
業
で
す
。

今
後
の
建
設
計
画
の
予
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、

木
造
地
区
か
ら
か
な
り
の
数
の
要
望
箇
所
が

ご
ざ
い
ま
し
て
、
財
源
的
な
問
題
も
あ
り
ま

す
の
で
、
財
政
課
と
協
議
し
な
が
ら
建
設
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
　
　
　

市
営
住
宅
の
来
年
度
か
ら
の
建
設
計
画

　
　
　

に
つ
い
て
現
在
ど
う
い
う
状
況
に
あ
る

の
か
、
何
戸
建
設
さ
れ
る
の
か
。

答�
�
�

建
設
部
長

 
 

平
成
２２
年
度
で
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

は
、
森
田
の
第
二
若
緑
団
地
二
戸
、
車
力
の

屏
風
山
二
号
団
地
の
二
戸
。
計
四
戸
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

　
　

事
業
費
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
一
戸
当
た

り
、
約
１
，５
０
０
万
円
。
こ
の
う
ち
４５
％

が
国
庫
補
助
と
し
て
交
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
住
宅
料
で
す
が
、
所
得

に
よ
っ
て
差
が
出
て
く
る
訳
で
す
が
、
約
２

万
６
，０
０
０
円
程
度
に
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
　

こ
れ
ま
で
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
住
宅
の

建
設
事
業
は
、
平
成
２２
年
度
で
終
了
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
昭
和
４₀
年
か
ら
建
設
し

ま
し
た
老
朽
住
宅
の
建
て
替
え
事
業
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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常任委員会の行政視察報告

　大野城市では、窓口サービスの構築を行うため、平成

２₀年 ５ 月２４日に総合窓口「まどかフロア」をオープン。

１ 階フロアーに総合案内カウンター、証明コーナー、キッ

ズコーナー、プライバシー保護の為のカウンターの間仕

切り等の改修をし、複数の課を集約したワンストップシ

ステムを導入。銀行窓口を参考とした「わかりやすく」

「使いやすく」「心地よく」「手続きが早く終わる」とい

う市民の利便性向上の為、電算システムの再構築や職員

意識の改革を行い、常にサービス向上を視野にいれてい

る。利用者にとって居

心地の良い空間をつく

ることを意識しており、

ハード面ソフト面共に

学ぶところが多かった。

また、市民満足度調査

も実施。窓口サービス

に対する市民の満足度

を調査するなど、本市

の窓口業務全体のあり

方を考える大きな事例

となりました。

　尾道市では全国でも先駆けて「病児・病後児保育施設」

を設置した市であります。

　病気の回復期にある児童を保育する施設で、働く保護

者には大変喜ばれ、多くの方に利用されているとの事で

した。当市においても、保育施設の活用や成人病センター

の診療所化にむけ、保育所、病院との連携を図り特色あ

る市の保育施設を目指したいものと考えます。国の補助

金も削減されており、市財政も厳しい中、施設の整備費

や専門職員の配置等と難しい点もありますが、既存施設

の再活用などを図り行えればと思っております。

　古賀市では、収納率

向上プロジェクト対策

の一環として、国税局

事務経験者による滞納

整理指導員を配置。国

税の経験で培ったノウ

ハウを市職員に指導助

言し、徴収率の向上を

目指しており、成果目

標として、滞納整理を

積極的に行い、滞納整

理額を毎年度１₀₀万円

増額を見込んでいる。

専門的な徴収事務の教

育を受けられる環境作りがなされ、滞納整理のスペシャ

リストを養成するための役割を担うと同時に、積極的な

差押えを実施。滞納となった者に対しては、有無を言わ

ず財産調査を実施し、債権の預金、給与、生命保険、還

付金の差押え、法人の工事請負代金の差押えを積極的に

実施しており、本市においても、市民全体に納税義務の

意識高揚につながるものと考えられ、大変参考になる研

修となりました。

　「安心・安全な学校給食」をいち早く整備した今治市

では、栄養士による食材の月決め等により旬の野菜等を

献立に取り入れる事を実施している。また、ＪＡを窓口

とし、農家から直接新鮮な無農薬野菜を仕入れており、

米も同様に地産品を使用し、食材のルートを確保してい

る。この様な取り組みにより児童・生徒の関心がたかま

り、残食量しらべ、食材産地確認等の学習が展開されて

おり、家庭等の話題提供となっているとの事でした。農

業主体の我が市においても、学校給食に地産食材を取り

入れ、市農業の活性化をはかり、より「安心・安全な学

校給食」を目指していきたいものと考えます。

先進自治体の事例を学ぶため、各常任委員会が視
察を行いました。その概要をお知らせいたします。

総務常任委員会 視察先◆福岡県・大野城市・古賀市（１１月 ４ 日～ ６日）

教育民生常任委員会� 視察先◆広島県・尾道市：愛媛県・今治市（ ６月２４日～２６日）

【大野城市役所庁舎前】

【古賀市役所庁舎前】

︻
尾
道
市
か
ら
の
説
明
を
受
け
る
︼

︻
今
治
市
か
ら
の
説
明
を
受
け
る
︼
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　会津若松市では、フィルムコミッション事業を視察しま

した。裏磐梯や猪苗代湖といった豊かで美しい自然環境と

鶴ヶ城や白虎隊に代表される歴史的文化遺産に加え、情

緒豊かな東山・芦ノ牧温泉を有し、映画やテレビ番組など

の映像制作やロケーションの撮影適地として知られていま

す。映画やテレビ撮影の誘致は映像制作過程における知名

度アップ、にぎわいの創出や地域ボランティアの創出など、

幅広い効果が期待できることから、各地で盛んに誘致が行

われています。会津若松市では年間６₀～７₀件のロケ実績が

あり、地元企業・市民が一体となり盛り上がりを見せてい

ます。つがる市でも平成２１年に事業を開始しています。

　フィルムコミッションによるＰＲ効果は絶大で、会津

若松市では、市の観光課に担当職員を配置し、観光誘致

とＰＲに務めており、つがる市でも機運の醸成を図り、

地域活性化に役立ててもらいたい。

　上野原市は、市の中心部に隣接する里山である八重山

五感の森整備事業について視察しました。

　事業内容として、平成１７年度に策定した上野原市観光

振興計画の中で、八重山周辺整備がその推進整備とし

て位置づけされ、市街地に近い里山を「五感リフレッ

シュさせる癒し」をコンセプトに、市民の憩いの場とし

て、また新たな観光づくりの拠点としてハイカー誘客等

を図る目的で整備して

います。多くの自然環

境に恵まれる立地特性

を活かし、都民住民が

気軽に訪れることがで

き、新たな観光地とし

て、多くの登山客の誘

客に結び付効果を狙っ

ていました。本市の自

然を生かし市外から訪

れた方々がつがる市の

ＰＲ効果としてつなが

ればと思います。

郡山市での行政視察について� 経済常任副委員長 成田克子

　中心市街地における空き店舗の増加は、大型小売店の

郊外型進出による時代の趨勢であると思われます。

　郡山市においても、駅前の丸井デパートの撤退により、

通常 ８ 万人の市民の通行量が半減し、それにより、空き

店舗が増加し、空き店舗活用支援事業に取り組んでおら

れました。まちなかの賑わい創出のための『まちの駅・

郡山市魅力発信プラザ』又、『商業企業家支援事業』へ

の取り組みには、多額の補助金と優遇措置が講じられて

おりました。

　本市においても、中心市街地の空き店舗化しているこ

とも課題の一つでもあります。現状を受け入れ、出来る

ことからあせらずに活性化を目指して取り組んでいけた

らと思っています。

　都留市は、市民の歩くことを通じた健康・福祉活動支

援するウォーキングトレイル事業について視察しました。

事業内容として、市民の歩くことを通じた、健康・福祉

活動を支援するとともに、魅力ある地域づくりを推進す

るため、ゆとりとうるおいの実感できる質の高い歩行者

空間を整備しています。

　市道は修景効果の高いインターロッキング舗装を基本

とし、歩車共存道路では路肩を整備しています。ポケッ

トパークは、市民や市内小学校の児童が作成したモザイ

クパネル、ベンチを設置しています。休憩施設であるベ

ンチは、ルート上にできるだけ設置しています。本市に

おいても市内の施設を活用し、市民が健康増進の為に利

用出来るようになればと思います。

経済常任委員会� 視察先：福島県会津若松市・郡山市（１０月２７日～２９日）

建設常任委員会� 視察先◆山梨県・上野原市・都留市（１０月２８日～₃０日）

【上野原市役所庁舎前】

︻
都
留
市
で
の
説
明
︼

︻
会
津
若
松
市
議
場
︼

︻
議
場
の
説
明
を
受
け
る
︼
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議会運営委員会の行政視察報告 議会運営の先進事例を学ぶため、本市議会運営委員会
が視察を行いました。その概要をお知らせいたします。

　四日市市議会では、議会改革を積極的に進めています。

諮問機関として、議員の課題認識に重点を置き、議員同

士が意見交換する場として議員政策研究会を設置。議会

モニター制度については、議会運営に対して広く市民か

ら意見、要望を聴き議会への市民参加の取組みとして設

置。議会のインターネット配信を開始したことは、この

モニタ―からの意見を取り入れたものである。シティ・

ミーティングは、議会が地域へ出かけ、市民の議会活動

について説明・報告をし、市民の要望を把握する意見交

　亀山市議会のある三重県内の各議会では、議会改革の

先進的な取組みをしており、亀山市議会においてもまち

づくり基本条例の制定、各種事業や計画策定における評

価、チェック機能、議員提案による自治基本条例の制定、

市議会基本条例の制定、また、分権社会における議会の

あり方等について調査研究を行うことを目的に、議会の

あり方等特別委員会を設置した。市民との意見交換の場

の義務化、議会と行政の緊張関係の保持、透明化を図る

ため、一問一答方式による質問等の実施、政策の公正・

換会として開催され、出された意見は議員が本会議や委

員会での質問等に反映させている。議員提出議案条例は、

政策的な条例提案も多く、議会としての政策提言能力が

非常に高い。

　本市議会においても、市政に対する提案や、政策立案

などの機能を発揮するための研究会的な機関が必要であ

り、合わせて議会モニター制度、市政報告会等、市民か

らの意見聴取の場を開設するなど、議会の改革は必要不

可欠と考えられました。

透明性の確保、議会審議での論点の明確化を図るための

政策の提案、市政に関する重要な政策及び課題に対し、

議会としての共通認識を図り、合意形成を得るための会

議を設け、二元代表制の一躍を担う市議会としての責任

と意欲を高めるため、条例制定を目指しており、議員同

士が委員会の中や日頃の活動の中で討論し理解を深めて

いく手段をとっていることは、本議会においても重要な

部分であり、議会改革を行う上で、会派と議員、議員と事

務局の信頼関係を整理する必要があると考えられました。

議会運営委員会 視察先◆三重県・四日市市・亀山市（１１月１８日～２０日）

【説明者　四日市市議会事務局】

〈四日市市〉� —————————————————————————————————————————————

〈亀山市〉� ——————————————————————————————————————————————

【竹井委員長からの説明】

【四日市市役所前にて】

【亀山市役所前にて】
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委
員
長　
　
　

木
村
良
博

問　　
　
佐
々
木
直
光 

委
員

�
�

指
定
管
理
料
は
前
回
と
同
じ

な
の
か
。
効
果
は
上
が
っ
て
い
る

の
か
。

答

 
 

経
済
部
長
、教
育
委
員
会
次
長

　
　
　

稲
垣
堆
肥
セ
ン
タ
ー
は
、
前

回
１
，３
３
７
万
４
千
円
、
今
回

は
１
，４
２
５
万
９
千
円
で
、
増

額
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
合
併
前

か
ら
の
赤
字
を
、
平
成
２₀
年
度
に

５
ヵ
年
計
画
で
債
務
の
返
済
を
計

画
し
た
た
め
で
す
。

　

フ
ラ
ッ
ト
は
前
回
、３
，９
１
１

万
７
千
円
で
今
回
は
、３
，１
２
９

万
円
で
減
額
に
な
っ
て
お
り
、
友

の
会
の
会
員
増
や
、
売
り
場
面
積

の
拡
張
な
ど
の
努
力
に
よ
り
売
り

上
げ
が
伸
び
て
い
る
こ
と
か
ら
削

減
し
て
お
り
ま
す
。

　

柏
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
前
回
と

同
じ
２
５
０
万
円
で
す
。
主
に
結

婚
式
等
の
収
入
を
財
源
に
運
営
し

て
お
り
ま
す
が
、
少
子
化
に
伴
い
、

歳
入
が
減
っ
て
い
る
中
、
管
理
経

費
を
節
約
し
、
努
力
の
跡
が
み
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

稲
垣
体
育
館
と
体
育
セ
ン
タ
ー

は
、
年
に
１
，７
０
₀
万
円
で
す
。

現
在
、
市
の
職
員
が
２
人
お
り
ま

す
が
、指
定
管
理
後
は
、職
員
を
引

き
上
げ
ま
す
の
で
、
経
費
が
削
減

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問　　
　
安
田
　
裕 

委
員

�
�

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
事
業

に
つ
い
て
詳
し
く
聞
き
た
い
。

答

 
 

財
政
部
長

　
　
市
で
は
、
総
合
計
画
を
策
定

し
て
お
り
、平
成
１８
年
か
ら
平
成
２７

年
ま
で
の
基
本
計
画
の
前
期
が
２２

年
度
で
終
わ
り
、
後
期
分
が
来
年

基
本
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

　

市
民
の
方
が
、
将
来
的
に
ど
の

様
な
つ
が
る
市
の
姿
を
望
ん
で
い

る
の
か
、
総
合
計
画
策
定
の
前
段

と
し
て
調
査
実
施
す
る
た
め
に
予

算
計
上
し
ま
し
た
。

問　　
　
安
田
　
裕 

委
員

�
�

生
活
保
護
返
還
金
の
₃
，₇

₂
₃
万
７
千
円
と
は
。

答

 
 

福
祉
部
長

　
　
平
成
２₀
年
度
の
生
活
保
護
費

に
か
か
る
国
庫
負
担
金
が
超
過
交

付
さ
れ
た
も
の
を
返
還
す
る
た
め

の
も
の
で
、
医
療
扶
助
費
の
入
院
、

入
院
外
、
歯
科
が
、
前
年
度
に
比

較
し
て
、３
，４
２
０
万
円
、率
に

し
て
７
・
６
％
少
な
く
な
っ
た
た

め
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
国
庫
負
担

金
が
多
く
支
給
さ
れ
て
い
て
、
返

還
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

問　　
　
安
田
　
裕 

委
員

�
�

工
事
の
入
札
業
者
の
選
定
に

つ
い
て
、
業
者
を
ラ
ン
ク
付
け
し

て
い
る
と
思
う
が
、
来
年
度
は
、

経
済
情
勢
か
ら
い
っ
て
、
入
札
に

入
れ
な
い
業
者
も
い
る
と
思
う
。

各
ラ
ン
ク
の
金
額
を
引
き
下
げ
る

な
ど
し
て
、
業
者
に
ま
ん
べ
ん
に

仕
事
が
行
く
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

答

 
 

財
政
部
長

　
　
当
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
土

木
一
式
工
事
と
建
築
一
式
工
事
の

２
業
種
で
ラ
ン
ク
付
け
を
行
っ
て

い
ま
す
。

Ａ
級 

２
，０
０
０
万
円
以
上

Ｂ
級 

１
，０
０
０
万
円
以
上

　
　
　

２
，０
０
０
万
円
未
満

Ｃ
級 

５
０
０
万
円
以
上
、

　
　
　

１
，０
０
０
万
円
未
満

Ｄ
級 

５
０
０
万
円
未
満

　
　

平
成
２１
年
度
は
、
経
済
交
付
金

な
ど
交
付
額
が
多
く
、
総
額
約
１６

億
円
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
ほ

と
ん
ど
の
工
事
に
つ
い
て
発
注
が

終
わ
っ
て
お
り
、
市
内
の
業
者
の

皆
さ
ん
に
事
業
を
行
っ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
が
、
交
付
金
の
効
果
も

あ
り
、
各
ラ
ン
ク
の
業
者
に
あ
る

程
度
ま
ん
べ
ん
な
く
行
き
渡
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
平
成
２２
年
度
は
、

予
算
の
状
況
か
ら
い
っ
て
も
、
国

か
ら
の
補
助
金
等
が
少
な
く
な
る

見
込
み
で
、
今
年
の
よ
う
な
経
済

交
付
金
が
入
る
状
況
で
は
な
い
よ

う
で
、業
者
の
皆
さ
ん
も
非
常
に
心

配
な
と
こ
ろ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　

現
在
、
平
成
２２
年
度
の
予
算
の

編
成
中
で
す
。
工
事
の
発
注
見
込

み
も
新
年
度
予
算
が
出
来
ま
し
た

ら
、
四
半
期
ご
と
に
公
表
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
見
な
が
ら

事
業
費
の
割
に
つ
い
て
も
検
討
す

る
と
こ
ろ
は
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

問　　
　
安
田
　
裕 

委
員

�
�

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の

内
容
は
。
ま
た
、
防
災
無
線
工
事

は
完
了
し
た
の
か
。

答

 
 

総
務
部
次
長

　
　
こ
れ
ま
で
は
、
気
象
庁
等
か

ら
の
情
報
を
元
に
市
が
防
災
無
線

で
市
民
に
注
意
喚
起
し
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
市
を

介
さ
な
い
で
、
地
震
、
津
波
、
そ

の
他
の
気
象
警
報
の
他
に
、
武
力

攻
撃
、
大
規
模
テ
ロ
等
の
情
報
を

国
の
機
関
が
直
接
市
民
に
防
災
無

線
で
伝
達
す
る
も
の
で
す
。

　

防
災
無
線
の
工
事
は
、
今
年
度

が
最
終
年
度
で
、
現
在
は
柏
地
区

を
整
備
し
て
お
り
、
１
月
末
で
竣

工
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　　
　
安
田
　
裕 

委
員

�
�

文
化
財
保
護
費
の
中
の
公
有

財
産
購
入
費
に
つ
い
て
内
容
の
説

明
を
。

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査

第２１号—つがる市議会だより９

市役所に設置している警報システム

稲垣体育館



答
 

 

教
育
委
員
会
次
長

　
　
亀
ヶ
岡
遺
跡
の
あ
る
舘
岡
地

区
雷
電
宮
西
隣
の
財
務
局
が
所
有

し
て
い
る
２
５
３
㎡
の
土
地
の
購

入
費
で
す
。

　

平
成
２３
年
度
ま
で
は
、
自
治
体

に
優
先
的
に
譲
り
、
そ
れ
以
降
は
、

一
般
に
公
募
し
て
売
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
の
で
、
一
般
の
方
に

渡
っ
て
も
、
制
限
の
か
か
る
土
地

で
す
の
で
、
遺
跡
の
保
護
の
立
場

か
ら
、
公
有
地
化
し
た
ほ
う
が
い

い
と
い
う
こ
と
で
提
案
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

問　　
　
松
橋
勝
利 

委
員

�
�

フ
ラ
ッ
ト
を
監
査
し
た
そ
う

だ
が
、
そ
の
経
緯
を
聞
き
た
い
。

答

 
 

監
査
委
員

　
　
４７
施
設
の
中
で
、
年
間
１
，

３
０
０
万
円
と
指
定
管
理
委
託
料

が
多
い
と
い
う
こ
と
で
監
査
の
対

象
と
し
ま
し
た
。

　

担
当
課
と
事
前
に
予
備
調
査
を

し
、
仕
様
書
の
確
認
、
金
額
の
策

定
方
法
、
実
績
報
告
提
示
を
求
め

た
上
で
、
施
設
の
館
長
と
役
員
に

監
査
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
管
理

状
況
、
出
納
経
理
、
職
員
の
配
置

な
ど
で
す
。

問　　
　
外
崎
　
栄 

委
員

�
�

最
近
破
産
宣
告
す
る
方
が
多

く
税
金
を
払
え
な
く
な
っ
て
い
る

が
、
少
し
で
も
納
税
に
つ
な
が
る

よ
う
に
し
て
欲
し
い
と
思
う
が
。

答

 
 

財
政
部
長

　
　
破
産
す
る
方
の
支
払
い
の
部

分
は
、
競
合
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る

で
し
ょ
う
し
、
順
位
に
つ
い
て
法

的
に
も
決
ま
っ
て
い
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
１
円
で
も
多
く
納
め
て

も
ら
え
る
よ
う
努
力
し
な
が
ら
徴

収
に
あ
た
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　　
　
松
橋
勝
利 

委
員

�
�

住
宅
管
理
費
の
修
繕
料
の
内

容
に
つ
い
て
。

答

 
 

建
設
部
長

　
　
市
で
管
理
し
て
い
る
住
宅
は
、

１
，１
３
９
戸
で
、
４
４
１
万
１

千
円
を
計
上
し
ま
し
た
が
、
玄
関

戸
や
鍵
の
不
具
合
、
ボ
イ
ラ
ー
等

の
修
繕
や
、
退
去
時
の
修
繕
と
し

て
畳
替
え
、
水
回
り
等
の
修
繕
料

で
す
。

︻
追
加
議
案
︼

問　　
　
安
田
　
裕 

委
員

�
�

市
営
住
宅
料
金
の
滞
納
者
を

調
停
に
持
ち
込
ん
だ
と
い
う
こ
と

だ
が
、
こ
の
他
に
も
滞
納
者
が
い

る
の
で
は
な
い
か
。
調
停
費
用
は

ど
の
ぐ
ら
い
か
。

答
 

 
財
政
部
長

　
　
今
回
調
停
の
申
し
立
て
を
し

た
の
は
、
定
額
の
収
入
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
お
支
払
い
い
た
だ

け
な
い
方
で
、
長
期
に
多
額
の
滞

納
を
し
て
い
る
方
は
い
ま
す
。

　

調
停
費
用
は
、
弁
護
士
費
用
１

件
８
万
４
千
円
、
印
紙
代
は
調
停

の
額
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
２
，

５
０
０
円
～
３
，５
０
０
円
、
他

は
切
手
代
等
で
す
。

建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　
　
　

天
坂
昭
市

農
業
集
落
排
水
・
公
共
下
水
道

料
金
の
改
定
に
つ
い
て

　
　問　　

　
安
田
　
裕 

委
員

 
�

農
業
集
落
排
水
と
下
水
道
料

金
の
世
帯
割
を
₃
₀
₀
円
値
上
げ

す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
他
市
の

料
金
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
₃
₀
₀
円
の
根
拠
は
。

答

 
 

建
設
部
長

　
　
公
共
下
水
道
料
金
と
農
業
集

落
排
水
は
、
つ
が
る
市
と
五
所
川

原
市
だ
け
が
金
額
が
違
い
、
他
市

で
は
同
一
金
額
で
す
。
３
人
世
帯

で
２₀
ｔ
を
一
ヵ
月
使
用
し
た
場
合

の
積
算
で
す
が
、
公
共
下
水
道
で
、

十
和
田
市
３
，８
６
１
円
、
黒
石

市
、
３
，５
２
８
円
、
青
森
市
２
，

９
６
７
円
、弘
前
市
２
，７
３
８
円
、

五
所
川
原
市
２
，６
０
４
円
な
ど

と
な
っ
て
お
り
、
つ
が
る
市
は
現

在
２
，２
０
５
円
で
、３
０
０
円
値

上
げ
す
る
と
２
，５
２
０
円
に
な

り
ま
す
が
、
県
内
１₀
市
の
中
で
も
、

１₀
番
目
の
安
さ
で
す
。
農
業
集
落

排
水
の
場
合
で
も
、
７
番
目
で
す
。

　

現
在
の
経
済
情
勢
を
考
え
て
と

り
あ
え
ず
最
低
ラ
イ
ン
の
３
０
０

円
に
し
ま
し
た
が
、
料
金
を
改
定

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
健
全
計
画
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
評
価
さ

れ
、
保
証
金
返
還
免
除
の
特
典
が

あ
る
の
で
、
検
討
委
員
会
で
値
上

げ
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問　　
　
白
戸
勝
茂 

委
員

�
�

加
入
率
を
上
げ
る
努
力
を
し

て
い
る
の
か
。
仮
に
加
入
率
が
₁

₀
₀
％
に
な
っ
た
と
し
て
も
今
の

料
金
で
間
に
合
う
の
か
。

答

 
 

建
設
部
長
、下
水
道
課
長

　
　
こ
れ
ま
で
の
料
金
で
す
と
、

処
理
場
の
維
持
費
だ
け
で
８
，０

０
０
万
円
の
支
出
が
あ
り
ま
す
。

　

起
債
の
償
還
が
７
億
あ
り
ま
す

の
で
、
８₀
％
の
加
入
率
だ
と
、
維

持
費
は
間
に
合
う
が
、
起
債
を
考

え
る
と
１
０
０
％
で
も
間
に
合
い

ま
せ
ん
。
融
資
の
拡
充
を
含
め
て
、

加
入
率
向
上
の
検
討
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

経
済
常
任
委
員
会

委
員
長　
　
　

三
上
　
洋

指
定
管
理
料
に
つ
い
て

つがる市議会だより—第２１号 １０

購入予定の土地

市営住宅の一つ、森田第２若緑団地



問　　
　
佐
藤
孝
志 

委
員

 
�

フ
ラ
ッ
ト
の
指
定
管
理
委
託

料
に
つ
い
て
の
説
明
を
。

答

 
 

経
済
部
長

　
　
平
成
１９
年
か
ら
２１
年
ま
で
は
、

３
，９
０
０
万
円
で
し
た
が
、売
り

上
げ
も
伸
び
て
き
て
い
る
の
で
今

後
改
善
し
て
管
理
料
を
下
げ
た
い

と
、
指
定
管
理
者
の
協
議
会
か
ら

計
画
書
が
申
請
さ
れ
て
お
り
、
３

年
間
で
３
，１
２
９
万
円
の
管
理

料
で
す
。
比
較
す
る
と
７
８
２
万

円
ほ
ど
下
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問　　
　
佐
藤
孝
志 

委
員

 
�

社
団
法
人
つ
が
る
市
農
業
開

発
公
社
が
指
定
管
理
し
て
い
る
施

設
の
指
定
管
理
料
は
い
く
ら
か
。

答

 
 

経
済
部
長

　
　
　

稲
垣
堆
肥
セ
ン
タ
ー
、
稲
垣

有
機
物
資
源
活
用
セ
ン
タ
ー
、
稲

垣
も
み
殻
貯
蔵
庫
、貯
蔵
庫
Ａ
棟
・

Ｂ
棟
す
べ
て
含
め
て
年
額
で
、
４

７
５
万
３
千
円
で
す
。

問　　
　
佐
藤
孝
志 

委
員

 
�

堆
肥
セ
ン
タ
ー
と
、
も
み
殻

貯
蔵
庫
の
役
割
は
。

答
 

 
経
済
部
長

　
　
　

堆
肥
セ
ン
タ
ー
は
、
作
っ
た

た
い
肥
を
販
売
。
も
み
殻
貯
蔵
庫

は
、
農
家
の
方
々
や
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
等
か
ら
出
た
も
み
殻
を
貯
蔵

庫
に
保
管
し
て
、
畜
産
農
家
が
利

用
し
、
牛
に
踏
ま
せ
た
も
の
を
堆

肥
セ
ン
タ
ー
に
出
す
と
い
う
シ
ス

テ
ム
で
巡
回
し
て
い
ま
す
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

委
員
長　
　
　

齊
藤
幸
洋

柏
第
一
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て

問　　
　
野
呂
　
司 

委
員

 
�

柏
第
一
保
育
所
を
廃
止
す
る

と
い
う
の
は
、
委
託
を
す
る
と
い

う
こ
と
か
。

答

 
 

福
祉
部
長

　
　
平
成
２２
年
４
月
１
日
で
民
営

化
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

９
月
に
、
受
け
入
れ
す
る
法
人

を
公
募
し
た
結
果
、
二
つ
の
法
人

か
ら
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
選
考

委
員
会
を
開
催
し
、
柏
で
老
人
福

祉
事
業
を
実
施
し
て
い
る
柏
友
会

に
決
定
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
移

行
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

問　　
　
松
橋
勝
利 

委
員

�
�

柏
地
区
に
は
保
育
所
が
何
ヵ

所
あ
る
の
か
。

答

 
 

福
祉
部
長

　
　
柏
地
区
に
は
柏
第
一
・
第
二
・

第
三
と
三
つ
の
保
育
所
が
あ
り
ま

す
。
第
一
を
民
営
化
し
ま
す
が
、

現
段
階
で
は
、
他
は
公
立
で
運
営

し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
柏
第
一
保
育
所
を
含
め

て
６
保
育
所
が
公
立
で
す
が
、
今

後
、
全
公
立
保
育
所
を
民
営
化
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　　
　
木
村
良
博 

委
員

�
�

民
営
化
に
つ
い
て
保
護
者
へ

の
説
明
は
し
た
の
か
。

第２１号—つがる市議会だより１１

提出された議案と審議結果
（市長提出議案）

議案番号 　 件 　 名 　 議決結果

議案₉₆号 つがる市保育所条例の一部改正 原案可決

議案₉₇号 つがる市農業集落排水処理施設条例
の一部改正 原案可決

議案₉₈号 つがる市公共下水道条例の一部改正 原案可決

議案₉₉号 平成₂₁年度つがる市一般会計補正予
算（第 ₇ 号） 原案可決

議案₁₀₀号 平成₂₁年度つがる市農業集落排水事
業特別会計補正予算（第 ₃ 号） 原案可決

議案₁₀₁号 平成₂₁年度つがる市公共下水道事業
特別会計補正予算（第 ₃ 号） 原案可決

議案₁₀₂号 平成₂₁年度つがる市国民健康保険特
別会計補正予算（第 ₃ 号） 原案可決

議案₁₀₃号 平成₂₁年度つがる市介護険特別会計
補正予算（第 ₃ 号） 原案可決

議案₁₀₄号

つがる市公の施設に係る指定管理者
の指定について
つがる市車力農林水産物直売・食材供
給施設むらおこし拠点館「フラット」

原案可決

議案₁₀₅号
つがる市公の施設に係る指定管理者
の指定について

つがる市稲垣堆肥センター
原案可決

議案₁₀₆号
つがる市公の施設に係る指定管理者
の指定について
つがる市稲垣有機物資源活用センター

原案可決

議案₁₀₇号
つがる市公の施設に係る指定管理者
の指定について

つがる市稲垣もみ殻貯蔵庫
原案可決

議案₁₀₈号
つがる市公の施設に係る指定管理者
の指定について

つがる市稲垣もみ殻貯蔵庫Ａ棟
原案可決

議案₁₀₉号
つがる市公の施設に係る指定管理者
の指定について

つがる市稲垣もみ殻貯蔵庫Ｂ棟
原案可決

議案₁₁₀号
つがる市公の施設に係る指定管理者
の指定について

つがる市柏ふるさと交流センター
原案可決

議案₁₁₁号
つがる市公の施設に係る指定管理者
の指定について

つがる市稲垣体育センター
原案可決

議案₁₁₂号
つがる市公の施設に係る指定管理者
の指定について

つがる市稲垣体育館
原案可決

議案₁₁₃号 民事調停の件 原案可決

指定管理される稲垣堆肥センター、もみ殻貯蔵庫

民営化される柏第一保育所



これまでの議会の活動の一部を紹介します

₁₁月 ₄ 日　 つがる市交通事故死亡事故抑止緊急対策

会議

　　　　　青森県市議会議長会

　　　　　総務常任委員会行政視察（～ ₆ 日）

₈ 日　 街の駅あるびょんオープニングセレモ

ニー

₁₀日　平成₂₁年交通安全県民大会

₁₂日　青森県議長会第 ₂ 回総会・三沢市

₁₇日　つがる市長寿大学閉校式

₁₈日　議会運営委員会行政視察（～₂₀日）

₁₉日　 大分県杵築市産業建設常任委員会行政

視察

₂₄日 平成₂₁年度高規格道路建設及び道路整

備促進青森県決起大会

₂₅日 第 ₂ 回青森県後期高齢者医療広域連合議会定

例会

₁₂月 ₄ 日　議会運営委員会

₈ 日　第 ₄ 回定例会招集日

₁₁・₁₂日　本会議（一般質問）

₁₅日　予算特別委員会

₁₆日　建設常任委員会、経済常任委員会

₁₇日　教育民生常任委員会

₂₁日　閉会

₁ 月 ₄ 日　新年祝賀会

₅ 日　消防団出初式

₇ 日　平川市議会議長来庁

₈ 日　平成₂₁年度つがる市表彰式

議
会
を
傍
聴
し
ま
し
ょ
う

【
次
回
定
例
会
予
定
】

  3 
月

編
　
集
　
後
　
記

　

つ
が
る
市
議
会
だ
よ
り
第
21
号
を

お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
吹
雪
の
中
で
の
年
明
け

と
な
り
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
様
に

と
っ
て
、
明
る
い
一
年
で
あ
り
ま
す
こ

と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

年
明
け
早
々
、
議
会
事
務
局
の
幸

福
の
木
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。
何
か

良
い
こ
と
の
前
触
れ
で
し
ょ
う
か
、

幸
先
の
良
い
仕
事
始
め
と
な
り
ま
し

た
。
経
済
不
況
の
波
は
未
だ
衰
え
て

い
ま
せ
ん
が
、
議
員
一
同
、
市
民
の
皆

様
の
負
託
に
応
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
で
は
、

こ
れ
か
ら
も
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え

で
き
る
よ
う
に
、
編
集
に
あ
た
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
意

見
を
賜
れ
ば
幸
い
で
す
。

■
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

委
員
長　

成
田
克
子

　

副
委
員
長　

長
谷
川　

徹

　

委　
　

員

木
村
良
博
・
佐
藤
孝
志

小
笠
原　

忍
・
村
上
秀
徳

佐
々
木
慶
和
・
平
川　

豊

齊
藤
幸
洋
・
白
戸
勝
茂

答
 

 

福
祉
部
長

　
　
今
回
の
柏
第
一
保
育
所
に
つ

い
て
は
、二
回
、
保
護
者
・
地
域
の

方
々
も
含
め
て
説
明
会
を
開
催
し

ま
し
た
が
、
民
営
化
に
対
す
る
反

対
の
意
見
は
聞
か
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
サ
ー
ビ
ス
が
悪
く
な
っ
た
り
、

保
育
料
が
引
き
上
げ
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
不
安
は
あ
る
よ

う
で
す
が
、
決
し
て
そ
う
い
う
こ

と
は
な
い
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

問　　
　
松
橋
勝
利 

委
員

�
�

民
営
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

経
費
は
ど
の
ぐ
ら
い
削
減
で
き
る

の
か
。

答

 
 

福
祉
部
長

　
　
　

経
費
の
削
減
等
に
つ
い
て
は
、

集
中
改
革
プ
ラ
ン
で
設
定
し
、
市

の
広
報
紙
に
も
公
表
し
て
い
ま
す

が
、
柏
第
一
を
民
営
化
し
た
場
合

は
単
年
度
の
効
果
は
、１
，３
０
₀

万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

施
設
の
指
定
管
理
に
つ
い
て

問　　
　
松
橋
勝
利 

委
員

�
�

体
育
館
を
管
理
す
る
団
体
の

会
長
が
市
長
な
の
は
問
題
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

答

 
 

教
育
委
員
会
次
長

　
　
指
定
管
理
者
の
指
定
は
法
律

上
の
契
約
で
は
な
く
、
地
方
自
治

法
２
３
４
条
の
契
約
に
関
す
る
規

定
に
は
該
当
せ
ず
、
同
上
に
規
定

さ
れ
て
い
る
入
札
の
対
象
と
は
な

ら
な
い
。
ま
た
、
つ
が
る
市
か
ら

管
理
権
限
を
指
定
管
理
者
に
委
託

す
る
こ
と
に
よ
り
、
つ
が
る
市
の

代
わ
り
に
管
理
を
行
う
も
の
で
あ

り
両
者
に
取
引
関
係
が
成
立
す
る

も
の
で
は
な
く
、
請
負
に
も
該
当

し
な
い
と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
地
方
自
治
法
９２
条

の
２
及
び
１
４
２
条
の
兼
業
禁
止

の
規
定
は
適
用
さ
れ
ず
、
市
長
や
、

市
議
会
議
員
、
本
人
ま
た
は
親
族

が
指
定
管
理
者
に
な
る
こ
と
は
排

除
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
文
言
が

あ
り
ま
す
の
で
、
出
来
な
い
訳
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

つがる市議会だより—第２１号 １２

₁₁⊘₁₉ 行政視察　杵築市議会来庁

　大分県杵築市議会産業建
設常任委員会の７名が来庁
し、農林水産物を生かした
取り組みについて意見を交
わしました。市の地域振興
対策室は「つがるブランド
化」の説明をし、認定され
たリンゴジュースなどを紹
介しました。

₁₂⊘₁₁ 議会傍聴　すみれ生活改善グループ

た。」「市政を身近に感じられた。
もっと、市民のみなさんも来た
らいいと思う。」「また来たい。」
などの感想を口々に話していま
した。
　傍聴はどなたでもできますの
で、お気軽においでください。

　すみれ生活改善グループ（山
谷美栄子会長）の 6名が議会を
傍聴し、一般質問を熱心に聴い
ていました。
　傍聴の感想を伺うと、「最初
は敷居が高いと思ったが、広報
紙を読むよりわかりやすいし、
白熱した議論を聴けてよかっ


